





















63.5 歳, 組織学的 Grade は，Grade 1～2 が 57 人，Grade 3a が 17 人，
残り 8人は針生検のため評価不能であった．Ki-67発現率の中央値は 17.0%
であり, 発現率は画像解析ソフトを用いた測定と目視の測定で正の相関
がみられた. また Ki-67発現率は FL grade 3a の方が FL grade1-2と比較
して有意に高かった (P < 0.001). 5 年全生存率は 88.2%で, Ki-67 を 30 % 
以上発現している高発現群は 30 %未満の低発現群に比べて，全生存期間
が有意に短縮した (P = 0.058)． Ki-67 発現は FL grade1 より FL grade2,3
の方が有意に高く, Ki-67 高発現は予後不良であるとの報告があるが, 
我々の研究では, 画像解析ソフトを用いても Ki-67 高発現群は, 全生存
期間が短縮する傾向にあることを示し, 目視での測定と同様の結果を示
すことができた. 濾胞性リンパ腫における画像解析ソフトを用いた Ki-67 
発現の測定は，目視で行われていた既知の報告と同様の予後予測が可能で
あり, また目視よりも正確性や再現性，簡便さを有しているため, 予後予
測の指標として有用な手段であることが示唆された． 
